
令和4年11月5日　（東長沼自治会館）
No. 質問内容 回答

1

稲城市は都内で唯一の単独消防の形をとっている
のは何故なのか。

そもそも消防の管轄というのは市の責務と定められている。稲城市は消防団と市の関係が良好であり、
以下のメリットもある。
・消防職員が市職員であり、転勤がなく習熟する。地域のことが分かっている職員が育つ。
・救急車を３台（プラス予備１台）常備しており、高度救急隊員も増えている中、配備を市の裁量で決
められる。多摩市は1.5倍の人口規模で２台が配備されている状況。東京都に委託すると、口を挟めなく
なる。

東京都はもちろん、川崎市とも相互支援体制を整えているほか、遠方からも応援が来るように受援体制
を整えている。デメリットは特になく、単独消防の形をとっている。

2

令和５年４月のプラスチックごみの分別開始につ
いて、自宅でプラスチックごみの汚れを落とさな
いといけない等家庭の負担も増えると思うが、市
としてどう検討してきたのか。

焼却に回るごみをなるべく減らしていこうという動きがある中で、近隣自治体にもプラスチックごみの
分別を行う自治体が増えてきた。稲城市は、焼却に回しつつも焼却熱を再利用するといった形で環境に
配慮してきたが、こうした流れの中で、各家庭で比較的容易に洗って綺麗にできるものはプラスチック
ごみとして分別して回収することになった。分別のガイドブックを作って全戸配布するので、そちらも
参考としていただきたい。

3

公園でのボール遊び等について市としてルール作
りをお願いしたい。近所の公園に注意を促す看板
等を設置して欲しい。

本来は公園はなるべく自由に使って欲しいので全公園の統一ルールを作ることはなかなか難しいが、公
園ごとに状況をみながらルールを定めることは必要だと考える。該当の公園への看板設置について以前
に要望をいただいていたとのことなので、担当課に確認する。

4

ふれんど平尾に空いている部屋があれば、矢野口
の資料収納庫があふれているので使わせて欲し
い。また、歴史的に価値がある史実が様々分かっ
てきているため、ぜひふれんど平尾の郷土資料室
を充実させて欲しい。

ご要望として承ります。

5

稲城長沼駅前の開発について、ロードマップが示
されているが進みが遅い、事業としての優先順位
が低いと感じている。整備を進めて欲しいと改め
て要望する。

引き続きご要望として承ります。ご要望をいただいても予算がないと進められない状況があることをご
理解いただきたい。
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